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１ 調査目的 

  足立区では、平成 27年 4月に施行された「生活困窮者自立支援法」に基づき、仕

事・生活・家庭・こころの問題など、様々な課題を抱えた方の総合相談窓口を設置し、

一人ひとりの状況に応じた自立に向けた支援を実施している。今後、より効果的な施

策や事業を推進していくにあたっては、若年から中高年まで幅広い年代の方の生活状

況や、困難を抱える方のニーズや課題の把握が不可欠である。 

  本調査では、区内在住の満 15歳から 64 歳までの方を対象に、暮らしぶり、居住地

域の人間関係、就労状況、ふだんの活動、外出の頻度等について調査し、生活状況や

ひきこもりの状況について把握することで、生きづらさを抱える様々な方に対する適

切な支援のあり方を検討するための基礎データを得ることを目的とする。 

 

２ 調査項目 

（１）基本的属性について（Ｑ１～Ｑ９） 

（２）学校生活に関すること（Ｑ１０～Ｑ１１） 

（３）これまでの経験（Ｑ１２～Ｑ１３） 

（４）就労・就学等に関すること（Ｑ１４～Ｑ１７） 

（５）ふだんの活動に関すること（Ｑ１８～Ｑ１９） 

（６）ひきこもりの状態に関すること（Ｑ２０～Ｑ２４） 

（７）相談機関に関すること（Ｑ２５～Ｑ３０） 

（８）ひきこもりの状態からの立ち直りに関すること（Ｑ３１～Ｑ３５） 

（９）自分についてあてはまること（Ｑ３６～Ｑ４０） 

（10）悩み事の相談に関すること（Ｑ４１～４２） 

（11）支援のあり方についての意見（Ｑ４３） 

（12）現在や将来の不安（Ｑ４４） 

 

３ 調査対象 

（１）母 集 団  足立区内在住の平成 31年 4月 2日において満 15 歳から 64歳の男女  

※中学生を除く 

（２）標 本 数  3,500 人 

 

４ 調査時期 

  令和元年 11月 7日～ 11月 25日 

 

５ 調査方法 

  郵送配付・郵送回収法（事前案内はがき・礼状兼督促状はがきともに 1回） 

 

６ 調査実施機関 

  一般社団法人 中央調査社 
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７ 調査地域 

図  地域区分図 

 

 

 

 

 

 

 

 

表  調査地域－町丁目対応表 

地域名 地  区  町  丁  目  名 

第１地域 

千住関屋町、千住曙町、千住東一丁目～二丁目、千住旭町、柳原一丁目～二丁目、

日ノ出町、千住橋戸町、千住河原町、千住仲町、千住緑町一丁目～三丁目、千住

宮元町、千住中居町、千住龍田町、千住桜木一丁目～二丁目、千住一丁目～五丁

目、千住大川町、千住寿町、千住元町、千住柳町 

第２地域 
小台一丁目～二丁目、宮城一丁目～二丁目、新田一丁目～三丁目、鹿浜一丁目、

堀之内一丁目～二丁目、椿一丁目、江北一丁目～五丁目、扇二丁目 

第３地域 
西新井本町一丁目～五丁目、扇一丁目、扇三丁目、興野一丁目～二丁目、本木一

丁目～二丁目、本木東町、本木西町、本木南町、本木北町 

第４地域 
西新井栄町一丁目～三丁目、関原一丁目～三丁目、梅田一丁目～八丁目、梅島一

丁目～三丁目 

第５地域 
足立一丁目～四丁目、西綾瀬一丁目～四丁目、中央本町一丁目～五丁目、弘道一

丁目～二丁目、青井一丁目～六丁目 

第６地域 加平一丁目、綾瀬一丁目～七丁目、東綾瀬一丁目～三丁目、谷中一丁目～二丁目 

第７地域 東和一丁目～五丁目、中川一丁目～五丁目 

第８地域 

大谷田一丁目～五丁目、佐野一丁目～二丁目、辰沼一丁目～二丁目、六木一丁目

～四丁目、神明一丁目～三丁目、神明南一丁目～二丁目、北加平町、加平二丁目

～三丁目、谷中三丁目～五丁目 

第９地域 

西加平一丁目～二丁目、六町一丁目～四丁目、一ツ家一丁目～四丁目、保塚町、

東六月町、平野一丁目～三丁目、保木間一丁目～二丁目、南花畑一丁目～三丁目、

東保木間一丁目～二丁目 

第 10 地域 花畑一丁目～八丁目、南花畑四丁目～五丁目、保木間三丁目～五丁目 

第 11 地域 
西保木間一丁目～四丁目、竹の塚一丁目～七丁目、六月一丁目～三丁目、島根一

丁目～四丁目、栗原一丁目～二丁目 

第 12 地域 西新井一丁目～七丁目、栗原三丁目～四丁目 

第 13 地域 
西伊興町、西伊興一丁目～四丁目、伊興一丁目～五丁目、西竹の塚一丁目～二丁

目、東伊興一丁目～四丁目、伊興本町一丁目～二丁目 

第 14 地域 
谷在家一丁目～三丁目、鹿浜二丁目～八丁目、椿二丁目、江北六丁目～七丁目、

加賀一丁目～二丁目、皿沼一丁目～三丁目 

第 15 地域 
舎人一丁目～六丁目、入谷一丁目～九丁目、古千谷一丁目～二丁目、古千谷本町

一丁目～四丁目、入谷町、舎人町、舎人公園 
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８ 標本抽出方法 

  足立区住民基本台帳より無作為抽出法 

 

９ 回収結果 

（１）有効回収数(率)   1,671人（47.7％） 

（２）調査不能数(率)   1,829人（52.3％） 

 

１０  性･年齢別回収結果 
 

性・年齢 標本数 回収数 回収率 性・年齢 標本数 回収数 回収率 

 

 

男 

 

 

性 

 

15～19歳 

20～29歳 

30～39歳 

40～49歳 

50～59歳 

60～64歳 

無回答 

 

 

123 

347 

387 

444 

418 

124 

- 

 

35 

83 

151 

192 

217 

77 

1 

 

   ％ 

28.5 

23.9 

39.0 

43.2 

51.9 

62.1 

0.0 

 

 

女 

 

 

性 

15～19歳 

20～29歳 

30～39歳 

40～49歳 

50～59歳 

60～64歳 

無回答 

 

 

106 

316 

368 

412 

356 

99 

- 

 

 

42 

119 

179 

250 

228 

88 

1 

 

   ％ 

39.6 

37.7 

48.6 

60.7 

64.0 

88.9 

0.0 

計 1,843 756 41.0 計 1,657 907 54.7 

（注）ここでの無回答は「年齢」を回答していない数を掲載している。また、「性別」

を回答していない方(7人)、「性別」が「その他」の方(1人)については除外して

いるため、各年代の回収数を足し上げても有効回収数とは一致しない。 
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１１  調査地域別回収結果 

 

地域名 標本数 回収数 回収率 

 

第１地域 

第２地域 

第３地域 

第４地域 

第５地域 

第６地域 

第７地域 

第８地域 

第９地域 

第１０地域 

第１１地域 

第１２地域 

第１３地域 

第１４地域 

第１５地域 

 

 

390 

242 

198 

307 

320 

250 

179 

287 

235 

152 

272 

151 

178 

187 

152 

 

 

203 

122 

101 

140 

144 

122 

89 

123 

109 

73 

124 

86 

96 

74 

65 

 

   ％ 

52.1 

50.4 

51.0 

45.6 

45.0 

48.8 

49.7 

42.9 

46.4 

48.0 

45.6 

57.0 

53.9 

39.6 

42.8 

 

計 3,500 1,671 47.7 

 

１２ 本報告書を読む際の留意点 

（１）ｎは質問に対する回答者数で、100％が何人の回答に相当するかを示す比率算出

の基数である。 

（２）標本誤差は回答者数（ｎ）と得られた結果の比率によって異なるが、単純無作為

抽出を仮定した場合の誤差（95％は信頼できる誤差の範囲）は下表のとおりである。 
 

    各回答の 

ｎ      比率 

 

10％ 

（又は 90％） 

20％ 

（又は 80％） 

30％ 

（又は 70％） 

40％ 

（又は 60％） 
50％ 

3,500 

2,500 

1,500 

  500 

  100 

   30 

± 1.0 

± 1.2 

± 1.5 

± 2.6 

± 5.9 

±10.7 

± 1.3 

± 1.6 

± 2.0 

± 3.5 

± 7.8 

±14.3 

± 1.5 

± 1.8 

± 2.3 

± 4.0 

± 9.0 

±16.4 

± 1.6 

± 1.9 

± 2.5 

± 4.3 

± 9.6 

±17.5 

± 1.7 

± 2.0 

± 2.5 

± 4.4 

± 9.8 

±17.9 

なお、誤差には回答者の誤解などによる計算不能な非標本誤差もある。 

（３）結果数値（％）は表章単位未満を四捨五入してあるので、内訳の合計が計に一致

しないこともある。 
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（４）統計表等に用いた符号は次のとおりである。 

0.0 ：表章単位に満たないが、回答者がいるもの 

 － ：回答者がいないもの 

M.T.：Multiple total の略で、回答数の合計を回答者数（ｎ）で割った比率であ

り、通常その値は 100％を超える。 

（注）回答の選択肢が長い場合、その一部を省略して表章して集計してあるもの

がある。 

（５）本報告書のⅢ章では、調査結果における全体とある層とのパーセントの差に統 

計的に有意となる差がある部分について主に説明を加えている（信頼度 95％）。 

（６）設問によっては選択肢ごとに点数（かっこ書きの数字で表記）をつけ、平均点 

を算出しているものがある。 
 

１３ 対象者の属性 

（１）性別 

(ｎ)

総 数 (1,671人)

女性

45.2 54.3

0.1

0.4

男性

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

その他 無回答

 

（２）年齢 

(ｎ)

総 数 (1,671人)

５５歳～

５９歳

３５歳～

３９歳

３０歳～

３４歳

２５歳～

２９歳

２０歳～

２４歳

１５歳～

１９歳

4.6 5.5 6.6

8.3 11.6 11.5 15.0 14.5 12.2 10.0 0.1

４０歳～

４４歳

４５歳～

４９歳

５０歳～

５４歳
６０歳～

６４歳

無回答

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)  

（３）居住年数 

(ｎ)

総 数 (1,671人)

無回答２０年

以上

１０～２０年

未満
５～１０年

未満
１～５年

未満

１年

未満

5.0

15.2 16.5 25.3 37.6 0.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)  
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（４）同居者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）同居人数 

(ｎ)

総 数 (1,671人)

６人 ７人以上２人 無回答

13.5 23.0 26.4 24.8 8.9

2.2 1.1

0.2

１人 ３人 ４人 ５人

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

 

（６）主生計者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配 偶 者

子

母

父

き ょ う だ い

祖 父 母

そ の 他 の 人

同居家族はいない（単身世帯）

無 回 答

56.1

45.1

26.2

18.7

13.0

2.9

4.1

13.5

0.2

0 10 20 30 40 50 60 70

総数 (n=1,671人,M.T.=179.8%)

(%)

(ｎ)

1.0 0.5

他

の
家

族
や

親
戚

年

金
な

ど
を

受

け
て

い
る

無

回
答

0.5

生

活
保

護
な

ど
を

受

け
て

い
る

そ

の
他

1.3 1.3

子き
ょ

う

だ
い

総 数 (1,671人) 0.7 0.4

父

47.2 13.3

3.8

30.0

あ
な
た
自
身

母 配
偶
者

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)
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（７）暮らし向き 

(ｎ)

総 数 (1,671人)

上
の
中

下
の
下

無
回
答

0.6
2.4

3.6

21.4 35.1 17.5 9.5

5.9 3.1

1.0

上
の
上

中
の
下

上
の
下

中
の
上

中
の
中

下
の
上

下
の
中

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

 

（８）地域の人々の印象 

１．この地域の人々は信頼できる 

(ｎ)

総 数 (1,671人)

どちらかといえば、

はい

8.3 59.7 24.2

6.0

1.8

はい どちらかといえば、

いいえ

いいえ 無回答

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

 

２.この地域の人々は結束が強い 

(ｎ)

総 数 (1,671人)

どちらかといえば、

はい

3.9

45.7 37.2 10.7 2.5

はい どちらかといえば、

いいえ

いいえ 無回答

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

 

３.この地域の人々は喜んで近所の人を手助けする 

(ｎ)

総 数 (1,671人)

どちらかといえば、

はい

3.8

46.3 38.4 8.5 3.0

はい どちらかといえば、

いいえ

いいえ 無回答

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

 

４.この地域の人々はお互いのことをよく知っている 

(ｎ)

総 数 (1,671人)

どちらかといえば、

はい

2.4

28.5 45.1 21.9 2.0

はい どちらかといえば、

いいえ

いいえ 無回答

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)
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（９）通院・入院経験のある病気やけが 

 

 

 

 

５本以上のむし歯（治療済含む） 糖 尿 病

骨折（事故による外傷を含む） 不 眠 症

首 や 腰 の 病 気 心 臓 の 病 気

高 血 圧 悪 性 腫 瘍 （ が ん ）

子宮や卵巣の病気（がんを除く） 関 節 炎 ・ リ ウ マ チ

う つ 病 や 心 の 病 気
前立腺など泌尿器の病気（がんを

除く）

喘 息 肝 臓 病 （ 肝 炎 や 肝 硬 変 ）

頭 痛 そ の 他

胃・十二指腸の病気（がんを除

く）
あ て は ま る も の は な い

ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 無 回 答

20.1

14.4

12.1

9.0

8.8

8.3

7.7

7.3

6.7

6.3

0 10 20 30 40 (%)

3.9

3.4

3.1

2.7

2.3

1.4

1.4

12.5

29.0

4.7

0 10 20 30 40 (%)

総数 (n=1,671人,M.T.=165.2%)


